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…第2章原価の費目別離算

函’囚 ’材料費の計算と記帳 金
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(1)～索材・買入部品・溌料・工爵消耗品･謂耗工具器具閑品

（順不同）

(2)～素材・買入部品（願不同）

盤料・工堤消耗品・消耗工具器具煽品（願不同）

(3)～材料・材料

(4)～鯛卸減耗

旧)～継線認録・捌鰯計算・繰越数鮭・受入歓趾・実地捌卸敷蹴

(6)～予定価格

先入先出・移動平均・総平均（噸不同）

(7)～材料滑費価格差異・不利・有科

…
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（先入先出法）
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|消費高 ￥ 』恋"011 ； 〈先入先出法〉
先に受け入れたものから先に払い出したものとして記鰻する

函 ！ 方法。
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’ <移動平均法〉

受入金額と残高金額の合計を．受入数選と残高数丑の合離で

割り， その平均単価を払出単価として記授する方法。
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消費高¥Jm8"-¥理‘"=¥Zm8"
または
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26駈り=rr詞前月繰越 801

…
（1）移動平均法で消費単価の計算をした場合

’6/10の払出金額 ¥I""|
1 6/26の払出金額 蕃11Z9001

（2）先入先出法で消費単価の計算をした場合

'6/10の払出金額 ¥I5a5"|
’6/26の払出金額 薯""''|

（3）総平均法で消費単価の計算をした場合

’6月末の繰越高 ￥“"'’

6／10の払出金額 ¥ImW

6／酩の払出金額 ¥IIZ900

6／10の払出金額 ¥IM5"

6／26の払出金額 ¥"8300

6月末の繰越高 ￥ 4勗磁0

I
雪

払出単価

鶚響=…
または

¥24,000r¥"rof_¥M000=¥336
80個+120個+4伽個

消費高

￥"Z,6"-¥26"0=¥IZ,W

または

￥鐙6”＋￥6ｽ如+¥"W=¥1",W

〈総平均法〉

繰越金額と受入金額の合計を，繰越数量と受入数量の合計で

割り，その平均単価を払出単価として記帳する方法。

屠調

(1) 6/,0¥"Mt¥Wo"=¥"0
100個十”0個

￥“0×250個=¥ZmO"

6／26 ￥鐙”0＋￥鯉000＝￥筋5
別個十150個

￥妬5×1鋤個=¥IIZM

（2） 6／10￥““0＋(￥65り×l卵個)=¥Zm5"

6／妬 （￥“ひ×50個)＋(￥6石り×130個)=¥"83"

(3)¥""9X"WfMMy"000=¥652
1“個十釦0個十150個+50個

￥硬×70個＝￥45;“0

－9－
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①消費材料勘定を設ける場合
6MM0i現 金
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素 材

|買入部品
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お
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(1)
素 材 704000!買掛金 "qOO0(1)

鎧‘”製 造

製造間接費

妬a”1消費材料

"00i
素 材 …”；支払手形 錘”(2)(2)

製 造 55a"0i消費材料 姉0,000(3)

消費材料 錘1,0";素 材 宛I,0"(3)
工場消耗品 麺”0；買掛金 ”00”(4)

aoo'i瀧蕊消費材料(4) 曇"” 製 造 ”0”；消費材料 30α”〃(5)

毎”
材料消費
価格差異

製造間接費 1340"i消費材料 Z34000(6)(5) a"”；売上原価

消費材料 ”α"”#素 材

§買入部品

；工場消耗品

5m0”

”0”

I"W

素 材
(7)

7”岬|消費材料買掛金 "Z,"

消 費 材 料 材料消費
価格差異

Za""&消費材料 Ja""(8)

零悪F
素 材

材料消費
価格差異

"a""口

血“舗蕊売上原価(9) 6000

素 材製 造

55“”’消費材料 消費材料

次月繰越
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材料消費価格差異 I,W""

a”"|消費材料売上原価 勗吻

買 入部 品
売 上 原価

謝駕蕊
前月繰越

諸 口

”0”

84,000’
材料消費
価格差異 a”

雪

予定消費高（消費材料勘定の貸方）が．実際消費高（消費材

料勘定の借方）より大きい点に注意。

予定消費高が大きいときは．材料消費価格差異は貸方に発生

し、実際消費高が大きいときは，借方に発生する。

鉛40”

工場消耗品

2α伽消費材料

”0”｜次月繰越
－1

""0i

前月繰越

買掛金

Im""

100,"O

②消費材料勘定を設けない場合 麺0”

素 材 7”"”＃買掛金 7””(1）
消 費 材料

製 造

製造間接費

鋪a000i素 材 556000

6岬I
9””〃｜製 造

；製 造

1製造間接費
｜材料消費
｜価格差異

9900001

諸 口 55a""

”4”0

13aOOO

Za伽

(2)

の曇皿瀧鑿
勗”〃；売上原価

(3) ， (4) 素 材

材料消費
価格差異

a""

~毎”〃(5)

99α0”
素 材

｜” 。
”0"‘

易0”

買掛金

材料消費
価格差異

材料消費価格差異55‘”

消費材料

一一一一

I4000I前月繰越

1売上原価

140001

4，000

a"”
製 造

IqOOO”“”I素 材

製造間接費 売上原価

“〃’素 材

戯"‘’
材料消費
価格差異

材料消費価格差異
壷

（8）材料消費価格差異

予定消費高＝

素材予定消費高十買入部品予定消費高十工場消耗品予定消費高

¥55aO"+¥30α岬+¥130,000=¥妬α岬

実際消費高（￥”皿）＞予定消費高（￥鉛α伽）

￥“伽一¥WW=¥IaOW

””|素 材売上原価 包り00

売 上 原価

|瀦蕊 星000
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材素

前月繰越 麺0001(消費材料）

買掛金 麺”1棚卸減耗損

一一一一 ’次月繰越
（3””0)|I

（拓a"")

a吻

30,000

（3“”0）
…

消費材料 島獅乳岬；素 材 易45弘岬(1)
(前月繰越） （””"）

お&0”｛消費材料 2””0

1&"00i

製 造

製造間接費
(2)

工場消耗品

（盛a"")

30”

( 15,000)

（“0”）

(I4"0)I(消費材料）
5α0001棚卸減耗損

’(次月繰越）

““0：

z"001

前月繰越

買掛金
a錨a岬：素 材 島3あ”O

Z2a""#

製 造

製造間接費
(3)

材料消費
価格差異

材料硝費
価格差異

“0”I消費材料 “"”

鍵"”；素 材 建”0

(4)

(前月繰越）
(5)

製 造
材料消費
価格差異

買入部品

”

”

０

０

〃
Ｉ

α
４

売上原価

棚卸減耗損

1,000

~46W
(6)

《農協|(:月緯謹
品） (””0）

50,"O

前月繰越

(消費材料）

労務費

(製造間接費）

(7)

一一_遜遡
鶚器

‐

(1)先入先出法

￥800×1.200個+¥W0×1.”個=¥24",0"

(2) ￥“0×430個=¥Za”…製造

￥”×30個=¥JaW…製造間接費

（3）総平均法による消費単価

("a"")

(前月繰越）

製造間接費

造） （2””0）（“0”)|(製

I3q伽I

錘0001

( aOOO)|
"4“011

(消費材料）

労務費

経 費

棚卸減耗損

¥4M000+¥aWM
＝￥”

800個十4.000個

(4)実際価格（総平均法）

¥352000+¥Z,8".000
400個十2,000個

＝￥知

格（￥”）
（2“0”）

実際価格（￥”0)＞予定価格（￥”）

実際価格による消費高の方が多いので，材料消費価格差

異は借方に発生。

(5)実際消費高（先入先出法）

￥“0×1,800個十¥500×62"個=¥3,M2Om

実際消費高（￥＆8鰹”)＞予定消費高(¥a"4"0)

実際消費高の方が多いので，材料消費価格差異は借方に

発生し，素材勘定で処理。

(6) 実際消費高が予定消費高より¥aW少ないので，材料消

費価格差異は貸方に発生。

材料消費価格差異

消 費材料

(諸 口) ("ZM)I(諸 口） (麺”）

( ZaO")一三一 |(瀧蕊）
("Z"")("ZW)

ロ
叩製
－

"aW

(150,000)

（8処吻）繍蝋’
前月繰越

(製 造）

前月繰越 I5qW

売上原価勘定
に振り替え

１
１

→

棚卸減耗損

&伽|(製造間接費） (7)根簿棚卸数量

500個十1,0側個-970個＝530個

認0個（根簿棚卸数量)-520個（実地棚卸数量)＝10個

10個×¥4,600=¥4a""…棚卸減耗損

（ ＆岬）諸 口

材料消費価格差異

(消費材料I (Iz")|

＝

材料費（実際消費高）の仕訳

（借）消費材料"ZM(貸）素 材妬ち;""
工場消耗品 420m

製造間接費の配賦の仕訳

（借）製 造”伽（貸）製造間接費20α“0

材料費（予定消費高）の仕訳

（借）製 造舞aO"(貸）消費材料";000

製造間接費“,“0

－11－
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前月繰越高

￥ZOOO
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‐'51 |労務費の計算と記帳 @P､31～

所得税預り金

健康保険料
預り金

当座預金

賃 金

従婁員賞与手当

麺”0

蛾”0

amr,W

25m〃〃

硫叺”0
＝

(1)～給料・雑給・従業員賞与手当・退職給付費用・法定福利費

（順不同）

(2)～直接・間接

(3)～製造・製造間接費

(4)～支払・消費・貸・当月未払

一

(1)

I,認島伽I禰費賃金 島3M0OO
：

“"00＃

製 造

製造間接費
(2)

消費賃金 24m""i賃 金 島4000"(3)

賃率差異 IMC"!消費賃金 Im""(4)

賃 金 85n""i所得税預り金

i健康保険料
；預り金

｜当座預金

“0”

錘0”

秘”

(1)

Za認吻；消費賃金 &"以岬

"aWi

製 造

製造間接費
(1)

製 造

製造間接費

WOO0I賃 金 844000

14仏吻!
(2)

消費賃金 a"a""0;賃 金 a"a""②
｜
側
一
側

賃率差異 """i消費賃金 Sa0OO
賃 金

売上原価 5a岬；賃率差異 5a""
諸 口

次月繰越 蝋妙苔
Z5aM

盤40”

”α0”

壷

（1） （2200時間十2000時間十1,4㈹時間)×¥"0=¥33m"0

（3） 実際賃金消費高(¥34IQM)>予定賃金消費高(¥a妬nM)

¥34140"-¥33m"0=¥5a"0

‐

’ ’当月賃金未払高 ¥I44000

‐

①消費賃金勘定を設ける場合 所得税預り金

健康保険料
預り金

当座預金

賃 金

従業員賞与手当

Z,8m""

麺α0”

岬
岬
岬

唾
鍋
“

(1)

製 造

製造間接費

I,麺岬；賃 金 1,"""

師α"”；
(2)

賃率差異 麺0”：賃 金 20000(3)賃 金

I消費賃金 Z,WW ＝
（3） 当月実際消費高＝当月支払高十当月未払高一前月未払高

¥1,WW+¥3ZqO"-¥W"0=¥Z,WO"

実際賃金消費高(¥I,WM)>予定賃金消費高(¥1,WW")

‐

消 費 賃 金

賃 金

賃率差異

I,M"0諸 口 1,"4""

麺0”

製 造

I,4"MI

製造間接費

一弱'"ji一~

賃 率差異

消費賃金

消費賃金

I消費賃金 ””〃

②消費賃金勘定を設けない場合

函

(5) 当月賃金未払高＝賃金勘定貸方残高

貸方(¥7n0OO+¥49QOO0)一借方¥5W,000

＝￥4α”0

（6） 当月賃率差異＝消費賃金勘定残高

貸方￥5りaOOO-借方¥4"0m=¥IQOOO

賃 金

賃率差異 ””01諸 口 I,"400"

製 造

1,4"""|

製造間接費

賃 金

賃 金 3”咽I

賃率差 異

|賃 金 鋤”

－12－

(1)

(2)

製 造 1,4“”01消費賃金 I,乃叺"”

製造間接費 35aO”

消費賃金 I,認α0001賃 金 1，忽aO”

消費賃金 鋤”i賃率差異 ””

(1）

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

当月賃金支払総額￥麹岬

当月予定賃金消費高￥ 50仏0”

当月実際賃金消費高￥ f蝿岬

前月賃金未払高￥池”0

当月賃金未払高￥ 4qO”

当月賃率差異￥ IqO”

(1)

(2)

製 造 1,4”0”I賃 金 I,乃臥O”

製造間接費 “”＃

賃 金 ””0＃賃率差異 狐”



U~~

‐

金賃

謝:．"普
諸 口

次月繰越

０

０

”
”

郡
“

I,09a0"

退職給付費用

’
退職給付
引当金

一一一

鉛α0”

84000

”岬

””0

製造間接費
雪

賃金消費高¥75a"0+¥1"000-¥"4000

（当月支払捻額） （前月未払高）

+¥amM=¥WW

（当月未払高）

（2） 間接賃金¥85aO"-¥8""0=¥IZM

間接労務費¥Z2M+¥mM+¥"M=¥ZmM

一

”α"”

退職給付引当金

次期繰越 4,810,000前期繰越

一退職給付費用
4鉦仇伽

現 金 4“岬前期繰越

伽
岬
岬
岬

麺
麺
皿
皿

＆

４

４

‐
賃 金 乃臥Wi所得税預り金

｜健康保険料
i預 り 金

i当座預金

”伽

遜0“

睡岬

(1)

錨岬i健康保険料

"0"i現 金

m""i

製造間接費

健康保険料

健康保険料
預 り 金

錘"”

~池卿
(2)

従業員賞与手当

(3) aWW

錘40”

錘”

aM""

金

金

現

現

Z,WO"

Z虹α0”製造間接費

売上原価
健康保険科

＆“0”
錘0“|製造間接費 錘0”現 金

重三重］健康保険料預り金

錘”|賃 金 錘”〃現 金
所得税預り金

健康保険料
預 り 金

当座預金

消費賃金

賃 金 1,2"M

従業員賞与手当 お‘”

Z宛岬

56”

1,35I,000

9石”

＝

健康保険料…労務費の勘定

健康保険料預り金…負債の勘定

支払うときは，事業主負担分と従業員からの預り分（従業員負

担分）をまとめて支払う。

…

賃 金

(1)

製 造

製造間接費

“岬

Im000
(2)

I4000i賃 金

麺岬i賃率差異

賃率差異

売上原価

岬
一
鋤

(3)

(4)

前月繰越

消費賃金

89仏0“

4“”〃

諸 口

次月繰越

０

０

０

”
”
〃

９

“
邪
麺

４

ａ

賃率差異 aOOO;売上原価 a"""(5)

製造間接費 7"""i退職給付費用 おaW(6)勗衛4”0

製造間接費 汚仏0”I従業員賞与手当 詔4000(7)

消 費 賃 金
＝

（4）賃金の実際消費高が予定消費高より多い場合，賃率差異は

借方に発生。

賃 率差異

岬
一
岬

皿

皿

勗

ａ

一

口諸’
１
｝

岬
岬
吻
唖
狐
皿
４
易

賃 金

賃率差異

当月発生高 銅”01前月繰越高 ZqO00
(7)従業員賞与手当の月割額の計上は，製造間接費勘定で処理

する。

￥4,“α皿÷6か月＝￥沼4岬

－13－

(1)

(2)

(3)

製造間接費 “”0i退職給付費用 8仏"”

退職給付費用 9“0”i退戦給付引当金 9“0”

退職総付引当金 4“”01現 金 鉛Q”0

(1)

(2)

当月労務費￥“”

間接労務費発生高￥ IZZOO〃

(1)

(2)

(3)

製造間接費””〃；従粟員賞与手当 鈍〃”

従業員賞与手当 Z〃a”0i現 金 島〃aO”

売上原価 340”i従業員賞与手当 ””0



し

‐
皿 ’経費の計算と記帳 @P37~

外注加下賃

修繕料

旅費交通費

減価償却費

租税公課

梱卸減耗損

電力料

〃
”
”
”
”
”
”

０

０

０

０

〃

〃

０

蛎
弧
鍵
錘
＆
３
４６

製 造

製造間接費

””0

189000‐
支払経費～2, 3, 5, 11, 12, 13

月割経費～1, 6, 7, 9. 10, 15

測定経費～4, 8, 14

直接経費となるもの～3, 15

＝

支払経費は，実際の支払高にもとづいて消費高を計算する。

月割経費は． 1年分または数か月分の支払高や計上高の月割高

によって消費高を計算する。

測定経費は．計蛍器による測定量にもとづいて消費高を計算す

る。

‐

壷

外注加工賃

修繕料

旅費交通費

一

伽
０
０

》
”
麺

一

一

￥

￥

“

’

’

一

｜

鋤

恥

鋤

秘

秘

》

￥

￥

￥

一

十

十

伽

咽

伽

処

鐙

弘

￥

￥

￥

’

‐

‐

蜜 ．難前乳高,素:高前鴬割乗:高|轆
外僅加工賃“0,0｜ ｜鋤",|』αopol i"'"
修繕料躯0"'4,0001 1",""1 !"""

琉費交通費|zI,owlaoo0l l l&M",000
通信費"0"|| | 4""l la"012zw

当月

支払高

当月

消費高
費 目

造製

前月繰越 （ 4“”）

素 材

賃 金

外注加工賃

特許権使用料

製造間接費

伽
皿
岬
岬
伽

惣
狸
趣
鎚
瀝

Ｌ
ａ 製 品 (437nOOO)

く

Ｉ

く 次月繰越 （ 370,0m）
壷

外注加工賃

修繕料

旅費交通費

通信費

＝

製造間接費岬

伽

岬

押

一
一
一
一
￥
￥

０

０

’

一

二

”

”

０

０

ｍ
巫
麺
”

冬
雫
￥
￥

“
伽
岬
恥

勿
理
５
４

￥

￥

￥

￥

一

＋

＋

一

伽
岬
伽
吻

”
錘
型
麺

￥

￥

￥

￥

~

ﾛ

製
ロ
叩

修 繕 料
~

当座預金

次月繰越

前月繰越

製造間接費

〃
卯
”

０

０

０

５

皿
釦
型Ｉ

０

０

０

０

０

０

４

仏

４

８

JmM
Ⅱ

売上 原価

|“ “ (…‘"' |“ ※ {錫""’(a”岬） 損 益 （aamW)製

叩ロ

＝

①外注加工賃

当月支払高¥認q伽+前月前払高¥靴伽一当月前払高¥靴伽=￥3靴0〃

②修繕料

当月支払高¥砥伽-前月未払高¥苑卿+当月未払高¥〃伽=￥凪”

③電力料 当月測定高￥5凰岬

①外注加工賃．④特許権使用料は直接経費→製造勘定へ

②修繕料．③電力料．⑤減価償却費は間接経費→製造間接費勘定へ

‐

電 力 科

当座預金

次月繰越

前月繰越

諸 口

“”

80,000

504W

5aM

響5‘”〃

5”0"0

I I電力料の当月未払高￥”0”

雪

￥45"00×音=¥9α000
→営業部（販売費及び一般管理費勘定）へ

￥45α”0－￥”000＝￥36no”

→製造部（製造間接費勘定）へ

房冤芳｝

a，当月材料消費高

①素材

月初離順¥“卿+当月仕入高¥迦岬-月末箇卸高¥｣"M=¥"0"

②工場消耗品

月靭捌卸高¥翅”+当月仕入高¥】雌”-月末欄卸高¥弛岬=¥11QM

①素材￥6””＋②工場消耗品¥IIa卿=¥ｽ辺0”

－14－

原価計算
期末の仕訳

会計期末
の仕訳

製造間接費おmO”i減価償却費おa”0

減価償却費＆“0”
建物減価
侭却累計額

＆”α0”

a 製 造 b 製造間接費

工場消耗品 I5a伽
給 料 3”0”

修繕料 （ “0”）
電力料 （ 52岬）
減価償却費 （ 17，0”）

製 造 （極”0）

前月繰越 （ 6””0）

製 造 （墨3，岬）

売上原価 （晶唖”"）

次月繰越 （ 410,0m）

電力料 製麺”;当座預金 盛”岬

製造間接費 3“”0；電力料 “q“0

墜蕊盤 94''‘i

a

C

当月材料禰費高￥久畑伽

当月経費消費高￥ I5qO”

b

。

当月労湘瀬高￥””

当月売上原価￥I,f“000



b. 当月労務費消費高

③賃金

当月支払高¥4忽伽-前月未払高¥I鋤伽+当月未払高¥I鍬卿=¥4狐伽

③賃金¥紺q伽+④給料¥I"0"+⑤従業員賞与手当¥氾伽:=¥皿岬

c、当月経費消費高

⑥外注加工賃

当月支払高¥皿伽+簡月甫払高¥鍬伽一当月前払高¥鋤卿=￥池畑

⑦水道料 当月測定高￥5α咽

⑥外鋤I工賃¥加伽十⑦ﾎ遭料¥鋤伽+③減価償却賢¥"0"=¥I鋤卿

d.当月売上原価

製 造

製造間接費 "000i減価償却費 ”岬(4)

製造間接費

販売費及び
一般管理費

I"""i水道料 21a"0

4a""!
(5)

製 造 唖0”；外注加工賃 唖伽(6)

製造間接費

販売費及び
一般管理費

I","";電力料 麺”

叙,0”；
(7)

製 造

製造間接費

おα”01外注加工賃
：

I44MI水道料

０

０

”
”

麺
皿

(8)

月初棚卸高¥3mM

費￥

費￥

費￥

材

労

経

料

務

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｏ

ａ

４

Ｑ

だ

”

巧

当月製品製造原価

¥1,55aW

…

月末棚卸高￥窪0”¥Z,"40"

I
製

月初棚卸高￥4“”

ロ
叩

》

・

弛

皿

》

寺

一

ゞ

》

錘

艮

〃

』

伊

仏

辛

砧

マ

ロ

″

《

~

~

~

：

；

￥

￥

価

斗

原

~

~

正

〒

《

完

＊

》

・

》

‐

．

：

＝

（1） 当月素材消費高

月初棚卸高￥麺”0＋当月仕入高¥4mO"

一月末棚卸高¥1mM=¥"O"

素材の間接消費高

￥5”000-￥4“岬＝￥44000

当月工場消耗品消費高

月初棚卸高¥42M+当月仕入高¥"0"

一月末棚卸高¥44"0=¥IMM

（2） 当月賃金消費高

当月支払高￥3",”0－前月未払高￥4α0”

＋当月未払高¥5QM=¥詔α0”

賃金の間接消費高

￥詔α”一￥30α”0＝￥8α000

（3） 当月外注加工賃消費高

当月支払高¥""0+前月前払高¥IaW

一当月前払高￥鋤卿＝￥“’0”

（4） 当月製造間接費発生高

素材￥“”＋工場消耗品¥ImW+賃金¥840"

＋従業員賞与手当￥“”0＋電力料当月測定高￥“0”

＋減価償却費￥鋤”＝￥鍵0,”

‐

当月製品製造原価

¥Z,""0

÷

月末棚卸高￥5鋤”0

’
＝

a，当期材料費

①素材

朋首鯛高¥郷伽+当期仕入高¥1,MM-期末鋤高¥M伽二¥1,魂岬

②工場消耗品

期首楓卸高¥“”+当期仕入高¥4飢伽-期末橿卸高¥“卿=¥”,卿

①素材¥I,秤α伽十②工場消耗品¥"a"0=¥aZ忽柳

b.当期労務費

③賃金

当期支払高¥2“伽-鯛未払高¥鳳伽+当期未払畠¥班,伽=¥2螺伽

③賃金¥Z1"M+④給料¥4MM=¥255Z""

c、当期経費

⑤外注加工賃

当期支払高¥姻卿+前鰄払高¥緬伽－当期蔚払高¥鍬”=¥独;卿

⑥修繕料

当期支払高¥I",0"-前期未払高¥31,M+当期未払高¥鍬卿=¥MI,M

⑦電力料 当期測定高￥””

⑤外注加工賃￥”4,”0＋⑥修繕料¥Ial,000+⑦電力料
￥"α伽十③減価償却費¥I30000=¥MIO00

．．当期製品製造原価

製 造
弓

~

＝

a、当期工場消耗品消費高

期首棚卸高￥“岬十当期仕入高¥WaOOO

－期末棚卸高¥52OOO=¥WaO"

b、当期労務費

賃金(当期実際消費高)￥4,9“0”一賃率差異(借方残）

￥””0＋給料¥1,1",000=¥aO7n"0

c、当期経費

外注加工賃¥"a"0+電力料￥詔α000

＋減価償却費¥36ZOOO=¥Z,"aO"

。、売上原価

当期材料費¥a51aM+当期労務費¥aOmOOO

＋当期経費¥J,"QM+仕掛品(¥"aO"

-¥4M0")+製品(¥釘α伽一￥叙a伽）

＋賃率差異¥5aOOO=¥IQImW

当座預金 I"000電力料

修繕料

製 造

製造間接費

製 造

恥
鋤
一
一
岬
一
伽

(1)

｜

岬

０

０

０

〃

０

０

“

処

外注加工賃

修繕料

特許槽使用料

(2)

(3)

－15－

(1)

(2)

(3)

(4)

当月素材消費高￥”岬

当月賃金消費高￥詔α”0

当月外洋加r賃消費高￥ 6a岬

当月製造間接費発生高￥”α岬

a

C

当期材料費￥aZ誕岬

当期経費￥ 695ﾄ”0

b

。

当期労務費￥島…岬

当閲聖醗輌￥a乎忽0”

a

b

C

dl売上原価 ￥I"”'”

当期工場消耗品消費高 ￥ 詔仏0”

当期労務費 ￥ α0m”〃

当期経費 ￥ Z,”仏0”

期首棚卸高￥移し0“

材料費￥aZ勿吻

労務費￥25520“

経 費￥6死卜”0

￥a”ZO“

~』砥~~:jけ｛’忠
蝋 ： ､ ． ‘莵息･':'.f､:. ;."『...3． ． .

当月製品製遁
‘ .『． ･ ･･,,胃 :1 ．：7、･ ぜ ：

ざ ､､ §』 .#: .録､､ 1..、 馬 : ﾐﾖ
， ． ‘ ，， 2． “, :’ ；
． .､ご“. ： ､臼、 ．, ；． ．:~。

期末棚卸高￥“aOOO

ﾐ ﾜ

~~~~~ ~

了
き
き~

~
~”~
》

~

↓

価

;窪

詩酷

ﾁﾆ、

~~



第3章個別原価計算

' 7 1個別原価計算と原価計算表と製造勘定@Pd43~’
‐

製造指図書＃13 原 価 計 算 表

直接材料費｜直接労務費直接経費||製造間接費
z"0" I J"w" 池岬

迦｜錨"0 ｜ 』銅",ド
“'"|’ 鉦晶""i 鋤"'!| 'a"'

咽岬

銅鋤
ＪＪ

池”
~

､弧吻
~

集

直接材料

直接労務

直 接 経

製造間接

製 造 原

計

費

費

費

費

価

ZmW

鉦勗0〃

3aOOO

m”

鉦仏”0

算 表原 価 計

｜直接材料費

334""I
|’ ｜

’

集 計

摘 要 ｜ 金 額

:懲瀦 l "MW5“0伽

直 接 経 費 “”O

製造間接費 34仏”O

製 造 原 価 | I,W4""

完成品数量 I 200個

製 品 単 価 ｜ ¥ ""

直接労務費 直接経費 製造間接費

認awll 鍵40”

製造指図書＃2 計 算 表原 価

直接材 |製ゞ”嬢賓''二扇
|

L－JMZ11X

製造間接費科費’
l

l

集 計
直接労務費 直接経費

要 ｜|金 額

＝…裂劉……饗喫L~_忽哩池0”
口

材料

消費

製 造 4m〃〃i材 料 宛勗卿
製造間接費 ””i

製 造 834""#労務費 1,0mW"
製造間接費 1m"0;

製 造 I錘伽；経 費 鉦α”
製造間接費 I920"i

製 造 45勘”01製造間接費 4“0”

製 品“””0I製 造 1,30a"""

労務費

消費

経費

消費

間接費

配賦

製

完

ロ

ロ侭

成
~

(2) 製 造

”
”
”
”
”

０

０

０

〃

０

如
釦
“
函
礎Ｌ

料

費

費

費
接

務

間
造

材

労

経

製

３０／

〃

少

今

６ 6／剥製 品1,"W"

〃′ 次月繰越575,Ⅸ刃

／
1,8祠岬

－16－



(5)

配賦率（機械率）' 8 ’|製造間接費の配賦 @P､46～

Ｉ’ <式>鵠鰡一難4'’ 〈配賦率（機械率)〉 ￥ 4”

製造揖図書＃1への配賦額

’’ 《式>鶚淵×'側=鋤％ ’’
<式〉420時間×¥4M=¥ImW

<配賦率〉 帥％ <配賦額> ¥I"""

製造指図書＃3への配賦額製造間接費配賦表

平成○年4月分

’’
<式〉1”時間×￥4”＝￥祇岬

配賦基準
(直接材料費）

成
年

製造指図

書番号

平
○
’
４

<配賦額〉 ￥麺”0備考配賦率 配賦額

壷

直接作業時間法の配賦率は直接作業時間1時間あたりの金額を

あらわし，機械運転時間法の配賦率（機械率）は機械運転時間

1時間あたりの金額をあらわす。

‐

０

０

”

〃

卯

０

“
“
皿

Ｉ

Ｉ

＃1

＃2

＃3 ~
％

％

％

０

０

０

”
”
”

秘
密
皿 襄蕊

鋤

鋤

帥

鈍

〃

〃 ’ ｉ

ｌ

ｌ

司

》

－

I’ 4狐”0；製造間接費 42α0“製 造

(2)

配賦率

’’ <式>豊殼粥×'"-"粥 ’<配賦率〉 60％

製造指図書＃1への配賦額

＝

a. ¥おα咽+¥Z,5mW-¥2""0=¥1,50aO"

b. ¥1,WO"-¥鉦αM+¥"0"=¥Z,WW

c・製造間接費発生高

当月間接材料費発生高

素材¥1,5m岬一(¥5M""+¥"α岬）
＝￥鐙40”

工場消耗品¥MM+¥21q岬一¥5aW

=¥212伽

当月間接労務費発生高

賃金¥1,8M,"0-(¥81α咽+¥g"0")
＝￥8＆”

当月間接経費発生高 ¥I94000
合計￥”000

A製品の製造間接費配賦額

￥”000

¥81qM×¥8""¥.¥Mo"=¥324,伽
d. B製品（製造指図書#2)の製造原価

B製品（製造指図書＃2）の製造間接費配賦額

￥秘000

¥"4000×￥戯α"""tw=¥3%;000
￥“0”(材料)＋￥9””(賃金)＋￥3””0

=¥aOmO"

B製品の製品単価

¥20""0÷M個=¥4,152

~~~ ~<式〉￥麺0”×0.6=¥I6a""

’’ <配賦額> ¥ImW

製造指図書＃2への配賦額

’’
<式〉￥3”0”×0｡6=¥Im""

<配賦額> ¥Z鰹岬

(3)

配賦率

’’
￥4”000<式〉 xl"=30%

￥鎚勗0”＋￥”仏岬+¥1"h000

<配賦率〉 30％

製造指図書＃2への配賦額

’’
製造指図書＃3への配賦額

’’
<式> (¥I"W+¥Z"M)×0.3=¥M""

〈配賦額> ¥6a""

(4)

配賦率

’！ 苓繍-薯詔‘
〈配賦率〉 ￥ 詔0

<式〉

製造指図書＃1への配賦額

’’
製造指図書＃2への配賦額

’’

－17－

a

b

C

．

当月素材消費高 ￥ 1,5“0”

当月賃金消費高 ￥ I,“”

A製品(製造指図書＃1）

の製造間接費配賦額
￥埋岬

B製品(製造指図書＃2）

の製品単価(単位原価）
￥ 4，Z露

<式〉 （￥麹”0＋￥錘aO”＋￥8晶岬)×0.3＝￥Z“0”

<配賦額〉 ￥I”岬

<式〉副時間×￥麺＝￥I“4”

<配賦額〉 ￥Z“響”

<式〉620時間×￥調0＝￥1忽“0

<配賦額〉 ￥1忽“0



‐ず

‐
(1)

造製(2)

6／鋤製 品＆”岬

〃 次月繰越1,810‘OOO

6／1前月繰越aZmM

ll素 材1,5MOOO

30消費賃金8m”0

〃外注加工賃 I"","""

〃製造間接費48qOOO

anq0”

1,2"000!当座預金
”0〃：買掛金

素 材

工場消耗品

5池”0

"4""
6月9日

／11日|製 造 1,"a"""i素 材 1,5"4""

外注加工賃

電力料

雑 費

I34000i当座預金 詔勗”0
84000:

頑”〃：

16日
a"q""

賃 金 97aOOOi所得撹預り金
：髄鵬”り金

；当座預金

“,000

420"

“”

製造間接費
25日

工場消耗品

消費賃金

健康保険料

諸 口 鬘謬…易′"…
48aOOOi ･ 484000

6／30

〃

〃

今

①l製造間接費 淫”"i工場消耗品 愛""0

製 造

製造間接費

8m岬i消費賃金 I,"a"0
0

1";M:
②

③｜製造間接費 4a0Wi健康保険料 鍵”0

製 造

製造間接費

外注加工賃

電力料

保険料

減価償却費

雑 澱

I"4伽

221,000

IMM

祇"”

I&M

“000

錘岬

④30日

⑤｜製 造

⑥|製 品

⑦|消費賃金
⑧|消費賃金

製造間接費

製 造

賃 金

賃率差異

伽
岬
吻
伽

皿
皿
姫
皿

４

３

０

＆

４

484”

＆3040"0

1,0"B""0

1aOOO

(3)

製造指図書＃1 原 価 計 算 表

集 計

直接材料費|｜

：照｜
"1400011

直接労務賀 直接経費 製造間接饗
要 ｜金

接材料費

接労務費

接 経 費

造間接費

造 原 価
＝＝＝＝＝

成品数量

品 単 価 ￥

摘 額

1,4IQ"""

I,"&000

94”0

4“”0

＆”40”

3,000個

Z,IM

”α”01 1 gq0” 2池,“0

“,‘,|’ “,‘，
"38,0"1 "000 | 4"0"

００
””

＆α
鍵”

9α0”

~
2池,“0

192W

直

直

直

製

製

完

製

(4)

’ ’

＝

1l日素材の消費高の計算（移動平均法） ⑤製造間接費配賦額（直接材料費法）

製造指図書#lへの配賦額

￥"“”

(1,M0個×¥M)×(1,000個×¥6")+(15的個×¥"0)
＝￥』昭000

製造指図餅＃2への配賦額

￥鑓αOm+¥1.卸.0m
1,IX町個+2.0側個 ＝￥釦0…消費単価

￥“0×(1,000個+1.500個)=¥I,5pa000…消賀商

30日①工場消耗品消饗高（棚卸計算法）

（珈個十卸0個－3側個)×¥IW=¥mW

②当月賃金予定消費高…¥Z,"aW

（600時間十900時間)×¥580=¥8m0"…製造

250時間×¥530=¥Z毎伽…製造間接喪

③¥4aW･-･製造間接賀

④間接経費￥頑岬十¥I&M+¥鍵伽+¥鍾岬

=¥"I,"W

￥妬0,伽

(1,0側個×¥6")+(l.WO個×¥6")
(1500個×￥6”)×

＝￥塞吻

⑧賃金実際消費高(￥』,卯且卯0)＜賃金予定消費高(¥』,α5"0）

賃率差異(¥la"0)は貸方に発生

賃 金

｜蛎総,綴鰯
当月支払高 9祇岬

当月未払高空α岬

(4)

1,215;""1 1,21aM

－18－

当月賃金未払高 ￥ 鯉aO”



~

~ 91製造間接費の予定 ’配賦 @P.52~

’ 画きXl

製造間接費

材 料

労務費

経 費

製 造

製造間接費

#“岬

郵”0

184000

“岬

(1) | 4“”

~銅仏0”匿量動

配賦率琵淵淵×lOO=56%
製造指図書＃1の配賦額¥J,M","0×0.56=¥5mm"

‐

(2)

製造間接費
配賦差異

売上原価

IaOOOi製造間接費
8

1400崎溌豊

Ia""

~Ia""
<3）

(4)

造製

(Z"4000)

330,000

製 品

次期繰越

前期繰越

素 材

質 金

外注加T賃

製造間接費

１

１

１

〃
卯
”
”
”
”

０

０

０

０

０

０

麺
麺
皿
釦
皿
池

上

２

ａ

Ｚ

ｌ

く

く

が裂

錨

麺

叩

銅

伽

吻

姻

卯

鋼

麹

翌

》

》

“

十

二

》
砂
”
《
岬
》

岬
等
“
鐸
郵
伽

“

鐸

￥

躯
一

翌

×

》

》

《

《

却

搾

岬

唖

睡

岬

認

郵

墾

麺

郵

雪
鍬
吋
吐
一
く

(Z3M""")

製造間接費

(aI""")

（ 鉦,0”）

製 造

製造間接費
配賦差異

( '7u0")|

(“'”
““o

"5;M

郷,000

188,oo0i
（ ＆”0)！

(aI31,000)|

工場消耗品

賃 金

給 科

退職給付費用

減価償却費

電力料

棚卸減耗損

¥651,mO

(¥6""0+¥4M"0)+(¥5paW+¥44QM)
＝￥怨岬

d.(¥"a"0+¥48α咽)×

¥"1,000

(¥65nW+¥4MW)+(¥59aW+¥"aO")

=¥34a"0(A製品の製造間接費配賦額）

月初仕掛品¥37uOOO+(¥6""0+¥484"0+¥342"0)
=¥1,理伽

(213Z,000)

＝

①棚卸減耗損 （500個-460個)×＠￥"〃＝￥＆“0

②工場消耗品¥300"+¥I8q吻一¥4aM=¥1m"0

③直接賃金＠￥”×3,500時間=¥280Q"0

間接賃金＠￥800×500時間＝￥4”,000

④製造間接費予定配賦額

＠￥”×3,釦0時間=¥aZMO"

－19－

a

b

製造指図書＃1の製造間接費配賦額 ￥ 5“0”

製 造 ＆”岬I製造間接費 a麺"”

a

b

C

。

当月の材料消費高 ￥ 1,4“岬

当月の労務費消費高 ￥ 1，”仏0”

B製品(製造指図書＃2）

の製造間接費鼠賦額
￥ 3“0”

A製品

の完(警警糊￥…'”



ザ

(2)実際発生額が予定配賦額より¥5I"多いので．製造間接

費配賦差異は借方に発生。

製造間接費配賦差異

棚|壷上扇価:"α”
前月繰越

当月発生

材 料 ",0Mi買掛金 5aOOO＝

a． ￥』,4“”÷2,噸時間＝￥"0(変動費予算額÷基準操業度）

b. ¥1,6""0÷2㈹0時間=¥8"(固定費予算額÷基準操業度）

c. (¥7"+¥800)×1,850時間一¥2%a000

=-¥I丞姻〔不利差異〕

d. (¥""×1,850時間)+¥1,6"0"-¥2954000

=-¥5aOO0[不利差異〕

e. (1,850時間-2.0㈹時間)×¥800=-¥Im"0(不利差異〕

‐

12/5

錘,6”！材 料 鍾”0

4,0〃！

製 造

製造間接費
10

IZ""i当座預金 麺0〃

乱姻i

外注極T賃

電力料
25

賃 金 "000i所得風預り金

;髄聡緬ﾘ金

｛当座預金

1,200

易岬

“'8"0

28

垂10"i賃 金 6Z""

麹""i

製 造

製造間接費
I

製 造 “’0”I製造間接費 “'0”Ⅱ

製造間接費 &Wi保険料

I減価侭却費

”

Z400
Ⅲa

壷 31
翼観舟生面

製造間接費 Z43"!電力料 J4300Ⅲb￥』､““

匡孟剤|…

製
近
冊
接
簡

h予陣焔兇

製 造 Ia0〃i外注加工賃 Ia0”mc
食勘寅孑伸甑

￥“唖夜勤間中

￥“ 製造間接費 aM#健康保険料 aOWⅣ
概巾配賦中

￥ﾉ.…￥ﾉ.…

砥5”I製 造 “”0製
画
叩V閲定岱申

￥” 聞定費予抑制

￥”岬

(2)

a

仁､操菜度塗艮

外注加工賃0 種… 母甲担ER 挽要度

…岡 I…岡 {鯨油顎)

変動費率¥"qOOO÷1,000時間＝￥妬0

固定費率￥90α0”÷1,0伽時間＝￥”

a. (¥650+¥M)×960時間-¥1,60aO"

＝－￥亙易伽〔不利差異〕

b. (¥弱り×960時間)+¥WW-¥J,6mO"

＝一￥お伽〔不利差異〕

c. (960時間-1.0m時間)×¥900=-¥M"0(不利差異〕

＝

I2/1前月繰越 1,0"| 12/31製 造 IaOO0

25当座預金 IZ""

健康保険料b

l i2/3]製造間接費 島吻
(3)

I
壷

(3) a、 当月賃金未払高は，賃金勘定の貸方の残高である。

b.製造間接費配賦差異は，製造間接費勘定の借方と貸方

の差額である。

賃 金

12/"

31

１

部

／２吻

吻

伽

鎚

必

”

13,M

6ZOOO

“0”

製造間接費
屠冤刃

（1） 実際発生額(¥247り,"0)>予定配賦額(¥24",000)

製造間接費配賦差異は借方に発生。

翌浩悶捲暫配賦差異

12/10

31

〃

〃

〃

4,MI 12/31

Z2,000i

aiW|

IQ300i

aOOO|

狸,”0

(26600)

当月発生

売上原価

”000前月繰越“,000

“”

-20-

a

b

C

．

e

変 動 費 率 ￥ ”0

固 定 費 率 ￥ 8”

製造間接費配賦差異￥I庵"”(借方）

予 算 差 異￥5風000(借方）

操業度差異￥I麺"”(借方）

a

b

C

製造間接費配賦差異￥IIaO”(不利）

予 算 差 異￥祇岬(不利）

操業度差異￥迩伽0(不利）

a

b

当月賃金未払高￥ Ia”0

製造間接費配賦差異￥ 26〃

(1)

(2)

(3)

製 造 妬a”01製造間接費 ”20”

製造間接費 ZO” 製造間接費
配賦差異

Z001

売上原緬 銅"'攪鯉豊 麺''0

(1）

(2)

貴 “"'|売上康緬 “岬

売上原価 趣‘"濃機貫 な''0



、

製 造(2)‐
(1) 1／20製 品aIM""

31次月繰越1,836,000

I/I前月繰越鉛a"”

皿素 材I,"a"O

31消費賃金盤臥"”

′外注加工賃 Z5aW

・製造間接費5蕊0”

aMM

素 材

工場消耗品

製 造

当座預金

買掛金

素 材

岬
伽
伽

釧
蝿
唖

Ｉ

Ｉ

〃
夕

”

“

”

０

０

０

麺
“
唖

，Ｉ

Ｌ ／
1月8日

11日

IM0"!当座預金 妬臥”0

忽”〃i

“0”！

外注皿工賃

電力料

雑 費

aW""

16日

製造間接費

1／31製 造唖”

′謡鑿豊 IZ"0

”

一
岬

卿

伽

岬

岬

“

“

死

錘

”

蝿

ａＩ 工場消耗品

消費賃金

健康保険料

諸 口

１３／

珍

今

〃

１ 岬
”
・
卿
伽
岬

“
必
死
姻
翠

Ｉ

製 造

所得税預り金

鵬鵬瀬ﾘ金

当座預金

工場消耗品

消費賃金

製
一
賃

品
一
金

a1MM

蝿0”

鋤日

／
25日

麹”0① 製造間接費

製 造

製造間接費

製造間接費

製 造

製造間接費

岬

岬

岬

０

０

０

”

”

伽

“
鋤
唾
鉱
皿
遮

②

健康保険料

外注加T賃

電力料

保険料

減価償却費

雑 費

3ZW

154000

890“

鉋”0

133000

4α岬

③

④31日

⑤

⑥

⑦

③

(3)

製造指図書＃1 原 価 計 算 表
一

計~集

｜
’

｜
’

製造間接費直接経費直接労務費
直接労務費直接材料費|

託罰"01 I"M

8""01, "4,000
1,"a"0"1 6"""

I"BM

”4〃”

Ｆ

~

~~

~~~~

~

~
~

~

~

要
一
費
費
費
費
価
量
価

額

1,皿α""〃

“9”0

，0”

3刀,"”

216aO"

4，側0個

鐸0

摘

接材料

接労務

接 経

造間接

造 原

成品数

品 単

直

直

直

製

製

完

製

5丘”0

31a“〃

”0“

~
7aOO01 3刀,“0~

雪

(1) 1月11日素材消費高（移動平均法） ⑧製造間接費配賦差異

実際発生額(¥Ma"の＞予定配賦額(¥5ZiOOO)

製造間接費配賦差異¥ZZ伽は借方に発生淵畠瀧qq2＝￥5”
#1 ¥g"×1,5"個=¥8mM

＃2 ￥5”×2,000個=¥Z,140,"0

¥"aO"+¥Z,Z4q卿=¥1,"BO"

31日①工場消耗品消費高（棚卸計算法）

（4印個十1,皿個-700個)×¥I"=¥9q000

②賃金予定消費高

＃1 ￥5”×900時間＝￥5“000

＃2 ￥560×帥0時間=¥336000

間接￥5”×2“時間=¥"2"0

⑦賃率差異

実際消費高(￥9“000)＜予定消費高(¥%aO")

賃率差異￥＆伽は貸方に発生

－21－
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‐
(1)

金賃(2)

1／1前月繰越 I8ZW

31諸 口Z,4懇伽

〃賃率差異 Ia"0

l/測諸 口1,割錘"”

31次月繰越 192,0"

多／
Z,62ZOOO

製 造

素 材

工場消耗品

外注加工賃

電力料

雑 費

1月6日 90a0OOi素 材 900000

1,2"Wi買掛金 I,"""

"a""!

84"〃；当座預金 錨α0”

I5aOOO1

124000i

9日 Z,62Z""

製 造

16日
I/22製 品島淘a0”

31次月繰越2,100瑚000

1／1前月繰越妬4,000

6素 材90仏”0

20素 材諏”

31賃 金Z,",0"

〃外注mlXRmO"

〃製造間接費9泡0”

4，“仏0“

／
製
一
製

素

製

岬
岬

秘
麺ｚ

造

品

鋤日 材 趣岬

造 Z"400022日

売掛金

売上原価

賃 金

売 上

製 品

所得硯預り金

鱸保鮒卸金

当座預金

工場消耗品

賃 金

岬
伽
岬

迦
麺
錘

ａ

ａ

Ｌ

”
”

｜
岬
岬
》
鋤
《

０

０

池
麺

３

島
麗日

4,830000

釦日

① 製造間接費

製 造

製造間接費

製造間接費

製 造

製造間接費

塞卿

I,認岬

勿4,”〃

“0〃

940〃

“”〃

②

③ 健康保険料

外注加工賃

減価償却費

電力料

雑 費

製造間接費

賃 金

製造間接費
配賦差異

岬
伽
伽
岬
岬
岬
伽

０ ００皿
皿
な
狐
砥
渥
喝
錘

Ｉ

Ｉ

Ｊ

９

31日
④

⑤ 製 造

賃率差異

製造間接費

》
｜
恥
一
価

⑥

⑦

(3)

製造指図書＃1 原 価 計 算 表
０

１

０

Ⅱ

１

１

１

１

１

ｑ

ｌ

ｌ

ｌ

１

川

川

１

Ｊ

出

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

即

川

費

伽

岬

岬

料

霊

皿

唖
Ｉ

ｐ

材接

直

一

計
ｉ
’
’
’
一
一
‐
隈

金

費

費

費

価

量

価

要

料

務

接

原

数

単

集

材

労

間

品

接

接

造

造

成

品

摘

直

直

製

製

完

製

’
1

直接労務賀 製造間接費

額
伽
吻
岬
卿
個
翅

麹
趣
池
秘
鋤
Ｌ

Ｉ

２

１

ア
０

０

”
”

４

４

廻
郷

０

０

卯
”

唖
蝿

7麺”"| 5万尻000

函

1月6日素材消費高（先入先出法）

￥だり×12側個＝￥90α”0

20日素材消費高（先入先出法）

￥おり×600個＝￥おα000

￥85り×4”個＝￥認α000

¥45a""+¥34QO"=¥f"0"

31日①工場消耗品消費高（棚卸計算法）

500個十1.000個-600個＝900個

￥おり×9卯個＝￥塞皿

②賃金予定消費高

＃1 ￥“0×800時間＝￥“4‘O”

#2 ¥"0×1,N0時間=¥WmO

間接￥“0×300時間=¥"4,"0

⑤製造間接費予定配賦額

￥皿,郷α伽÷21,唖時間＝￥鯉0

＃1 ￥鐸0×800時間＝￥4廻伽

＃2 ￥認0×1.0m時間=¥"a"0

⑥賃率差異

実際消費高(¥I,"am>予定消費高(¥1,4m"")

賃率差異¥Ja岬は借方に発生

⑦製造間接費配賦差異

実際発生額(￥”尻0”)＜予定配賦額(￥9浬”）

製造間接費配賦差異¥35b"0は貸方に発生

－22－
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囮 ’仕損品・作業くずの処理 @P.帥～

仕損費 ",Wi素 材
；賃 金

：製造間接費

錘0”

4‘0”

IZW"

(1)

仕損費 蝿鋤；素 材

；賃 金

：製造間接費

”
“
〃

０

０

２

錘
“
Ｚ

仕損賀 I7a"0;製 造 Im0'0(2)(1)

仕
仕

損
損

にZ

n阿

費
““0；製 造 8“”0
7尻I,000i

(3)
製 造 鰹勿'；仕損費 鰹2〃(2)

製 造 詔Z伽i仕損費 麹"”(4)損
損

1840":製 造 304""

ImOOO:

仕
仕

ロ

、凹

費
(3)

作業くず ””“製造間接費 ”0”(5)

製造間接費 ImWi仕損費 I誕咽(4)
現 金 島"”：雑 益 aOW(6)

仕損費 15aOOO；製 造 I54000(5)

＝

（6）発生がわずかで評価されていない作業くずは．売却したと

きに「雑益勘定」で処理する。

作業くず 2ZMi製 造 mM(6)

作業くず ”0”；製造間接費 340”(7)

現 金 ‘伽；雑 益 風0”(8)

第4章原価の部門別計算

ｊｌ１一 ’部門別計算と記帳 @P.63~

部門費配分表

平成○年7月分

圃||顔‘“
製 造部門 ’1 補助部門
門!|第2部門||動力部門||修繕部門||工場事務部門費 目 ｜ 配陵基準 |

部門個別費

間接材料費I

間接賃金

部門個別費計

部門共通費

間接賃金 従業員数‘

減価償却費 床面積 1

部門共通費計

部門費合計

配賦基準 金 額

6a"0

4a0”

０

０

０

０

〃

０

４

ａ

８

６ o必ひりひ

伽
岬

“
”

Ｉ

Ｉ

幾淵
型4"”

18仏岬

０

０

”
”

４

４

露
顕 9a"0

”〃〃

り 毎晩U"Ull

"""; 1""011Z"m"|| _fza"|
ll ｜

鋤
唖
一
弛
一
型

伽
岬

処
理

勤
錘"”

鍵”

蓋赫

I恋"”

錘”

"aOOO

5秘”0

岬
岬

鉱
銀

４

１

璽璽
2",000II zIzowl
6認""|| 52z""|

6”'0”

1,"4M

＝

第1製造部門への配賦額の計算
6厩”0:製造間接費 1,"4000

52z""i

194"0i

I""0#

2.遮岬；

第1製造部門費

第2製造部門費

動力部門費

修繕部門費

工場事務部門費

40人
”0”40人十35人＋6人十4人十5人＝￥

竜リノL

間接賃金¥45QMx

減価償却賀¥15qO"x
901㎡

90m+70㎡+40㎡+"㎡+30㎡=¥54,000

…

部門 撹振替表

平成○年5月分

製造部門 補助部門
額 L
＃第1部門||第2部門1動力部門||修繕郡門|｜

3""1 934,00011 75aoooi Zal"|| "a0"I

直接配賦法 －

部門費 配賦基準 ’

部門費合計

動力部門費kW"xg"曙職｜
修篝離門費修繕風数 ｜
工場事務部門費 従業員数，

配賦額合計

製造部門費合計

配賦基準 金 額
工場事務部門

3”0”

岬
岬
伽

麺
淫
“

Ｉ

Ｉ

”
”
”

０

０

０

麺
巫
“

Ｉ

２

１

鐸0”

詔＆”0

33a"0

吋

唖

１
１
１

幽

岬

斗

Ⅲ
１

１

伽
一
岬

祗
一
唾

Ｊ

８

錘

3“0”

1,1",""

修繕離門費￥麹”×9厘隅回-¥塑風”

工場蕊務部門費￥33"00×24幾4人=¥I",000

＝

第1製造部門への配賦額の計算

綿電而蒔両
5kW×2帥

卯り×5kW×釦0時間十2動力部門費￥麺

=¥lZi"O i
0
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